
 

   

 

 

 

   

  

   

 ７月１日（水）・２日（木）の２日間に渡り、２学年生徒の職場体験学習を行いました。 

 実際に働くことを体験し、その意義を考え、生き方を学ぶということ。また、視野を広げ自分の将来を考え

るきっかけにするということ。さらに、社会人として働く時の態度や礼儀を学ぶということを目的に行ってい

るものです。 天童市を中心とした２７か所の事業所のご協力のもと、各事業所に１人～４人（自衛隊は１０

名）に分かれ、事業所の方々からご指導いただき、多様な体験をさせていただきました。 

 忙しい中、生徒を受け入れご指導くださいました事業所の皆さまに心より感謝申し上げます。 

＊＊＊＊＊  生徒の事業所へのお礼状より   それぞれ一部抜粋 ＊＊＊＊＊ 

◆普段何気なく利用していたホームセンターでしたが、商品の並べ方には、非常に多くの工夫とこだわりがある

ことに驚きました。特に２日目の工具の品出しでは、見た目が似ている商品が多かったのですが、商品パッケー

ジにある数字を読めば、どこにあるかわかるのが興味深かったです。皆様の働く姿を見て、社会人として働くと

いうことは「常にお客様の立場に立って考え、工夫を重ねること」なのだと学ぶことができました。 

◆この二日間を通して、私は、普段接客をしている、という印象から、準備や片付けなどの多くの仕事を行って

いるということに気づき、私たちが見えていないところにも多くの仕事があり、たくさんのことを考えながら仕事

をしている、という印象に変化することができました。この裏側の仕事があることにより、経営だけでなく、環境

も成り立っていると知り、改めてすごいと感じることができました。 

 ＊＊＊＊＊  実習日誌より ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆自分は「働く」ということは、「何かを守ること」なんじゃないかと思いました。展示しているものや歴史のある

建物を管理しながらお客さんに見せているところから、この考えになりました。 

◆（働くということは） 体験に行く前までは、ざっくりした考えで、「お金を稼ぐため」だと思っていたが、店長さ

んのお話を聞いて、働くとはお客様を笑顔にするためだと感じました。 

◆大変でも、辛くても、相手に喜んでもらうことが、「働く」ということかなと思った。自分がしたことに「ありがと

う」と言われると、次へのモチベーションにもつながり、やりがいを感じるなと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で学ぶ「働くこと」     ２学年 職場体験学習 

天童市立第二中学校だより 第６号  令和８年７月１０日  文責：校長 五十嵐由美子 

 「働」は「人が動く」と書きます。俗説ですが、
「はたらく」とは、「はた（周りにいる人）」を「らく
（楽）」にするという意味があるそうです。賃金
をもらう仕事に限らず、係の仕事や家の手伝
いも、「はたらく」こと。働くことでみんなが楽に
なり、みんなの幸せにつながっていくのかもし
れませんね。 

 



 

 

 ７月１日（水）に、地域探訪「わがまち天童」を行いました。 

 自分たちの住むまちの歴史、伝統、農業、伝統産業、教育、観光、商業などについて、市の施設を訪問し

調査活動を行いました。 

 中学校に入学して３か月。小学校区から行動範囲も広がりました。それぞれの班の探求テーマをもとに

訪問先を決め、訪問先の事前調査を行い、移動ルートと公共の場での作法の確認を行うなど、事前学習

を進め、当日を迎えました。 お世話になった地域の方々に心より感謝申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域から学び 考える     １学年 地域探訪～わがまち天童

＊＊＊＊＊  生徒のお礼状・まとめメモ から それぞれ一部抜粋 ＊＊＊＊＊ 

◆今回印象に残ったことは、いろんな人のことを考えて図書館を運営しているということです。そこから、私た

ち健常者や目が見えない方、耳が聞こえない障がい者の方に配慮しているということを学びました。 

◆印象に残ったことは美味しいお米を私たちに提供するために、一粒一粒丁寧な作業で分別をおこなったり、

実際にお米を炊いてお米の美味しさについて研究を行うなど様々な工夫をしていたということです。 

◆印象に残ったことは格言が彫ってあるたくさんの石です。特に「鏡に映るわが姿」という格言が印象に残っ

ています。世の中は鏡のように自分が笑えば向こうも笑い、自分が怒れば向こうも怒るという格言でした。そ

こから、自分がしたことは自分にかえって来るという教えを学びました。たくさんいいことをして、いいことがた

くさん返ってくるようにしたいです。 

◆農業の高齢化などいろいろな課題があるから、その課題解決を農家の人たちだけでなく、私たちも解決に

協力していきたい。 

 

 

 

頑張れ、二中生！ 

 私たちの住む天童市は、全国的に将棋で有名です。その天童市が主催し、毎年８月に「全国中学生選抜将

棋選手権大会」、が、ここ天童で開催されます。 

今年度は、本校の〇〇〇〇さん（３学年）、〇〇〇〇さん（２学年）、〇〇〇〇さん（１学年）の３名が、天童

市予選会、山形県予選会を突破し、８月３日、４日に開催される「第４７回大会」の山形県代表選手として出

場します。 ３人の健闘を祈ります！ 


